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(R. Robson. Cotton Indus旬開 B円 tain，1959， p. 339). 1958年にミュ ノレ988万
錘・リング1000万鍾になり， リγ グ型工場への転換がすすんでいるが，なおミ






















ミューノレ型自動装置への確立過程は大きし 3段階一一[1 J手動ミ L ノーレ












































錘数を増加させて. 1825年恐慌後急速にロ Yガー・ミューノレ longermuleを
出現させ， さらに 2台のミューノレを横に連結して運転するダブル・デッキνグ




工がかれをとりまく作業者の組集団が形成されてくる Q ミι ール精紡工程では

















の小精紡業者が，初期のロバート・ォーウ γYとおなじ手動ミ 1 ーノレ精紡業者
であったことにまちがし、なし手動ミューノレ精紡機段階にはこうした精紡機は
他の諸工程から分離して存在できたが，商会は1800年代はじめにはこの営業を
とりやめている (G、N. Daniels， "The Early Recorcls of a Great Manchester 


















組織をつくりだそうとしたのである (A. Ure， lhe Cotton Mr.刷協ifac川町 ofG陀叫





通常の，支配的な形態となった (H.A. Turner. Trade Unio九Gκ 'lJth，St-ructu町






す資料をもちあわせないが， 自動ミューノレ精紡機は， ロメーツが1834年 5月
までに520台=20万鍾以上をつくったと語り(E.Bain田， H叫 oη 01the Cot白n
Manujactu向山 G叩 atBγ山間， 1835，pp. 207-8)， A'ユアが1834年12月現在それ
がイギリア、で60工場・ 30~40万錘っかわれているとしるしており (A. Ure， ibid.， 
ミュ ノレ型紡績工場 (409) 7 
vol. n， p.198)，そのことからみて，かなり急速に普及していったようである。
そしておなじユアが当時の紡績工場の典型として精紡機について
大工場の典型 Mr. Orel1s mill 










機と Lて自動ミョーノレ精紡機への転換争完成した (H.A. Turner，品id.，pp. 116 
136)。紺糸地帯ではおくれる。その中心地ポノレト γに1842年組織された Asso-
ciation of Operative Cotton Spinners， Twinners and Self-acting Minders of 
the U日te司 Kingdomは， 半自動ミューノレ精紡工 operativecotton spinner 
を中核Eしそれに自動ミューノレ精紡工 self-actingminderを付属させた組合で
あるが，そとでは1861年に Self←actorSocietyが半自動ミューノレ精紡工から独
立して対抗して組織され， 1880年には前者が後者を吸収してしまった (H.A. 
Turner，出d.，p. 116)。細糸地帯ではこの転換は南北戦争 (1861~5) にともな
うヲ γ ヵ、ンャー綿業飢箆を契機として完了したとみてよかろう。
半自動ミューノレ精紡機の自動ミューノレ精紡機への転換は，半自動ミューノレ精





























スタ γ ウェイの集計をかかげたが(前掲拙稿「ア クライト型工場労働力分析J，
26-9頁)，ここでそれをもう一度かかげて，ミムーノレ型工場の労働力の基本構成
ミュ ル型紡績工場 (411) 9 
壱検討する基礎にしよう。
職種別構成表
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備考 S坤'tle11附 taryRetort 01 the Central Board of If包sMaJesty's Commi印刷内 1834，
P 125からとった E Daine"，. ib，d.， p.436と A.Ure， ibid.， Vol. 1， p.347の表を，
吉岡昭Z長前掲論士59頁の形式に従って改訳し排列を工程摘に変更した。
紡績工場は，普通には混打綿室 blowingroom (混打綿工程〕・流綿室 card















職工れ工 程 工わ '" 工わ 職れ 司ミ男 場主れる 工雇わに者るに者る 場主れる 計 計
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ミι ール精紡 5，163(33)1，189 (自)1 697 5，852(37) 田町加(甘
ロ ラ一被覆 61(36) 
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硫綿室は， 全体としては， 成年男子250/0に対して婦女子75%. とくに年少
者・児童3師という構成にみられるように， そして練篠工7-/リYグ5十y











入23γ リ:/!f6ベンスの高給をとる熟練労働者である。硫綿工 carderは， A. 
ユ アが「硫綿監督 card-overlookerは stripperともし、われるJ(A. Ure，めid.





























2) マルクスの士場概念は a つぎのように 二重に構成されている一一-(1)，資本論』第1部第13
章『機械左大工業」。そこでは， 高 1節 f機械」で説明された自動装置の確立を前提して，第4
節「工場」で労働力の等級的編成の均等前編成への転化「傾向」が説かれている。自動装置の確
立と労働力の均等的編成「傾向」は，混打綿諦楠粗紡 シュロッスノレ楕耐の商工程ではつら
白き a 硫綿とくにミュ ル精紡工程でもその方j旬、の傾斜そしめしたが，後者ではその方向は逆




























再版正いってよいであろう (H.Aτurner，ibid.. pp. 44-6， 196 ノミ←ミンガム金属工
業について G.C. AUen. The i1~dust向at Developm帥 tザ Bir問問gham& Black Cοuntry. 




























3) 古岡昭彦氏は， rイギリス産業革命と質労働Jのなかで. 1820年代から1830年代にかけてj 精




































16 (418) 第 101巻第6号
つ。
「自由」労働者






















工場内年功昇進制度目il seniority system 
わたしはさきにアーグライト型紡績工場について，その労働者が家族ぐるみ
労働者から個別労働者に解体していったとと壱あきらか忙したが(前掲拙稿「ア






















伺体に基礎をおく規制組織Ja network of controls based upon kinshi:r and 
community bondsまたは「血縁に基礎をおく半徒弟制度Jsemi-apprenticeship 
system based on kinshipは， 1792年・ 1795年のマンチェスターの， 1795年
のストックポートの， 主796年のオノレダムの， そして1829年G ドアティ主導
の|精紡工総連合JGrand G-eneral Union of al the Operative Spinners 
in the United Kingdomなどの，精紡工労働組合の一貫した政策としてうち
18 (420) 第 101巻第6号
だきれ，グラスゴーの組合では1838年になってもなおこの政策壱固執している
が，とうした組合政策は，いま説明したように，j;くとも初期には充分な現実
的基礎をもっていたのであるゆJ.Chapman， The La叫 ashi開 CottoηI吋宮川叩，
1904， p.19l; N. J. Smelser， Social Change in the Indust吋α1R向。lution，1959， pp 










1833年の工場委員は 1人の精紡工あたりの糸繋工数を 4人から 9人にわたって
いると推計している (N.J. Smelser， ~bid. ， pp. 197-8)。またマンチェスター細糸
紡績19工場の調査についてのおなじ委員会報告によると，精紡工1人あたりの



































成人の精紡工への入職はとまったといわれ(J.L. and B. Hanunond. To'l.四 Lab
川町 1917，p. 12; H. A. TnTnP了，耐d.，p. 04)， グラスコウの 1工場主は1823年
4) 徒弟制反の工場段階における再也という現象は産業資本主義段階の多くの産業部門にみられる
20 (422) 第 101巻第5号
に， Iグラ凡ゴウとその近傍のあまたの工場主は，かれらの事業の経営職能を
うばわれて， それをこれらの組合支配者の手にゆだねた」と抗議しているが
(H. A. Turner，出d勺 p.91)，こうした工場内年功昇進制度が， イギリス紡績業
がミューノレ型工場として確立した直後， 1825年最初の全般的過剰生産恐慌と時
期をおなじくして1820年代に確立したことはまちがし、ない (N.J. Smelser， ibid.， 














































Association of Card， Blowing and Ring Room Operatives)に組織して， その圧
力でふたたび背の strippersand-grindersの地位を復活して，徒弟制度を復活




統綿工Jjunior or apprentice grinderの資格をとわ ついでどこかで2ヵ年
間標準賃率以下で修業 learningG. 最後に空席ができたときに硫綿工に昇進
















5) わたしは1 註1)でしめした連続稿で つね仁現在の「工場体制」を;念頭におきそれを底にひ
めて，イギリスの前監工場り展開過程合棋討してきたコもりである。
19世紀のイギリス綿業史研究 たとえばR ケ@スト E ベイソス.A ユア.T エリソ




現代的慣角からの問題意識は 棉業史研究からで伝く s. & D. Webb， Hiιstory 01 Tu;/，de 
U問。陶.sm，1894とIndustrialDemoc叫ザ， 1897の労働組合史研究にはじまり， 本稿でしばし
ば利用した H.l¥，ターナ で嗣業史のなかに深化してきたとみてよかろう (組合研究史からみ
たタ ナ←の位置づけについてはj 高橋寛徳「イギリス独占形成期の労楠組合研究における方法
上の問題点J.回本労働協会雑誌 No.58参照)。
